
 

〔１〕 小問集合 

(1) 12＋７×(－５) 
   ＝ 12－35 
   ＝－23 
   
 

(2) ４(a－3b)＋３(－2a＋b) 
   ＝４a－12b－6a＋3b 
   ＝－２a－９b 
 
 

(3) ６ab2×２a÷４a2b 
   ＝６ab2×２a

４a2b
 

         = ３b 
 
 

(4) √6− √3 × √8 
＝√6 −√24 
＝√6 − 2√6 
＝−√6 
 

(5)  χ2－５χ＋６＝０ 
    (χ－２)(χ－３)=０ 

                 χ=２，３ 
  
 

(6) χｙ＝ａに、χ＝－８，ｙ＝３を代入すると、 
－８×３＝a から a＝－24 
 

(7) 平行線を引き、錯角を利用する 
 
 
 
 
 
 
 
(8) ア×：範囲はB組が大きい 
   ウ×：平均値はわからない 
   エ×：第１四分位数の人数が８人程度のため、A組の25(㎏)以下は９人以上にならない 
 
 

〔２〕 

(1)  映像を参照 
 
(2)  映像を参照 
 
(3)  映像を参照 
 

〔３〕  

グラフは映像を参照 

⑴ 図より，「強」で運転したのは，０≦χ≦90 のときであり，このとき，直線の傾きは， －12 

 よって，０≦χ≦90 のとき，1 分間あたりに消費する水の量は 12(mL)である。 
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⑵ 90≦χ≦180 のとき，直線の傾きは，－8 

 よって，90≦χ≦180 のとき，１分間あたりに消費する水の量は８(mL)である。 

運転を始めてから 90 分後から 100 分後までの 10 分間で，８×10＝80(mL)の水を消費する。 

運転を始めてから 90 分後の，加湿器のタンクの中に残っている水の量は 1020(mL)だから， 

求める水の量は，1020－80＝940(mL) 

⑶ 180≦χ≦240 のとき，直線の傾きは，－５ 

 180≦χ≦240 のときの直線の式を y＝－５χ＋b として，y＝－５χ＋b にχ＝240，y＝０ を代入して， 

 ０＝(－５)×240＋b b＝1200 よって，y＝－５χ＋1200 

⑷ 部屋 A，B に置いた 2 つの加湿器について，次の条件は同じである。 

 ・はじめにタンクの中に入っている水の量 

 ・同じ運転の強度において消費する水の量の割合 

 ・タンクが空になるまでの時間 

 よって，部屋Ｂに置いた加湿器の運転を始めてから運転の強度を「弱」に切りかえるまでのχ と y の関係

は，y＝－12χ＋2100，「弱」に切りかえてからタンクが空になるまでのχ と y の関係は，y＝－５χ＋1200 
となる。２つの式を連立方程式として解いて得られるχの値が，運転の強度を「弱」に切りかえたときの

時刻である。 

 

（別解） 

部屋 B に置いた加湿器の運転を始めてから運転の強度を「弱」に切りかえるまでの時間をχ分とすると， 

タンクが空になるのは 240 分後なので，「弱」に切り替えてから運転した時間は 240－χ分と表せる。 

消費する水の量は「強」では１分間あたり 12(ｍL)，「弱」では１分間あたり５(ｍL)であるので， 

タンクに入った 2100(ｍL)の水が空になることは，χを使って 12χ＋５(240－χ)＝2100 と表せる。 

これを解いて，運転の強度を「弱」に切りかえた時刻を求めることができる。 
 
 

〔４〕 平面図形応用 

 (1)～(3) 解答を参照 
 (4)①図６の線分DR の長さは図5 の辺AC の長さに等しく，図６の線分RQ の長さは図５の線分GL の長さ， 

すなわち，辺CH の長さに等しい。図５において，四角形ACHI は正方形だから，AC＝CH  

   よって，DR＝RQ また，∠DRQ＝90° よって，△DRQ は直角二等辺三角形だから，∠DQR＝45° 
 

②図６の△DER の面積は，図５の△ABC の面積に等しく，12×16×12＝96（cm2） 

   また，RQ＝12 cm より，QE＝RE－RQ＝16－12＝４(cm) 
   また，△PEQ∽△DER であり，相似比は，QE：RE＝４：16＝１：４  

だから，面積比は，１2：４2＝１：16 
   よって，四角形DPQR の面積は，△DER の面積の

16−1
16

＝
15
16
  96×15

16
  ＝90(cm2)  

 
 
 
〔５〕 空間図形応用 

(1)  解答を参照 
 
(2) 点B，C をそれぞれ通る辺AD の垂線と辺AD との交点をそれぞれK，L とすると，△ABK≡△DCL より， 

AK＝DL よって，AK＝(AD－BC)÷２＝(４－２)÷２＝１(cm) 
 ∠AKB＝90°だから，BK2＝ AB2－AK2＝(√37)2－１2＝36(cm) よって，BK＝６(cm) 
 求める面積は，(AD＋BC)×BK÷２＝(４＋２)×６÷２＝18(cm2） 



(3) ３点B，F，M を通る平面と辺GH との交点をN とすると，点N は辺GH の中点となり，NF//HJ となる。 
 よって，JF：FG＝HN：NG＝１：１ ゆえに，JF＝FG＝２(cm) 
 直線BJ，CG，MH は１点で交わる。この交点をO とする。 
 BC//JG より，OC：OG＝BC：JG＝２：(２＋２)＝１：２ 
 よって，OC：CG＝１：(２－１)＝１：１ 
 ゆえに，OC＝CG＝６(cm)，OG＝２OC＝２×２＝12(cm) 
 三角すいOJGH の体積は， 

1
3
×△OJG×BK＝

1
3
×

1
2
×JG×OG×BK 

1
3
×

1
2
×４×12×６ ＝48(cm3) 

  三角すいOBCM と三角すいOJGH は相似な立体で，相似比は１：２ だから， 
その体積比は，１3：２3＝１：８ 

 よって，６点B，C，M，J，G，H を結んでできる立体の体積は，48×8−1
8

 ＝42(cm3)…① 
 点I を通る線分JF の垂線と線分JF，辺EH との交点をそれぞれP，Q とすると，PQ＝BK＝６(cm) 
 JF//EH より，JI：HI＝JF：HE＝２：４＝１：２ 
 PJ//QH より，PI：QI＝JI：HI＝１：２ 
 よって，PI＝ 1

1+2
  PQ＝

1
3
×６＝２(cm) 

 よって，三角すいIBJF の体積は， 
 

1
3
×△BJF×PI＝1

3
×

1
2
×JF×BF×PI 

         ＝1
3
×

1
2
×２×６× ２＝４(cm3)…② 

 求める立体の体積は，①－②より，42－４＝38(cm3) 
 
 
（三角すいOBCMに関する別解） 
 △BCMを，BCを底辺とする三角形と考えると，MがBCの中点であることから，その高さは台形ABCD 
の高さの

1
2
になる。よって，△BCMの面積は ２×(６×

1
2
)×1

2
＝３(cm2) 

三角すいOBCMは，底面が△BCM，高さがOCとみると，その体積は，
1
3
×３×６＝６(cm3) 

よって，６点B，C，M，J，G，H を結んでできる立体の体積は，三角すいOJGHから 三角すいOBCM 
を引くことで求められる。求める立体の体積は，48－６＝42(cm3) 


